
参加の皆さまへ
会場・オンラインともに、記録用に写真撮影を行っており

ます。今後、広報等で利用する場合がありますので、利用不
可の方は区役所職員へお申し出ください。
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オンラインで参加の皆さまへ
●表示名を「お名前／団体（あれば）」に変更

してください。
例：所属がある方 戸田／中原区役所

所属が無い方 須田
●ミュートでお願いします。
●可能な限りカメラをオンでご参加ください。



中原区SDC
第45回 YORIAI
2026年6月17日(水) 18:30〜20:00

かわさき市民活動センター フリースペース

「希望のシナリオ」イスナデザイン



本日のプログラム

１ オープニング

２ YORIAI企画

３ グループ報告（課題チャレンジG、なかはら宝さがし隊G、交流会G）

４ プロジェクト報告・告知タイム、次回のお知らせ、集合写真撮影

５ つながりタイム
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中原区SDCとは︖ 中原区ゆかりの個人・団体・行政によるコミュニティで
網の目のように細かい地域ネットワーク作りに貢献

【資格】中原区に何らかゆかりがあれば広くOK
政治・宗教・（過度な）営利活動はNG

【方法】①右のQRコードからSlackに登録
②YORIAI（月1回開催）への参加

【発展】①テーマ別グループへの参加
②YORIAI/各グループへの企画提案・実施
③中原区SDCの運営など

＜参加について＞
①来るもの歓迎 全員で、去るもの追わず また来てね
②小学生から大人まで、多年代が幅広く
③手弁当の持ち寄りで、やれる範囲で精一杯
④ひとの意見は否定せず、明るく元気に前向きに
⑤みんなで分担、準備に片付け

＜コミュニティルール＞

Social Design Center

何が実現するの︖

何をしてるの︖

①地域での生きがい/やりがい発見 ②地域の魅力創出・再発見 ③取り組むべき地域課題の達成

①「YORIAI」で交流・
共有・提案

③中原区SDC発
プロジェクトの創出

②課題Ch・宝探し・交流
のテーマで取組み実施

【開催】 偶数月第3水曜日 18:30- 奇数月第2土曜日 10:00-
【内容】 第1部︓YORIAI企画_月替わりイベント_20分

第2部︓YORIAI報告_各G・PJから報告_20分
第3部︓つながりタイム_30分
※ その他連絡含めトータル約1.5時間 途中退出/中途参加OK

【場所】 中原区役所会議室/中原市民館・ZOOM

中原区SDCメンバによる定例の交流・共有・提案の場です

これら３つにとらわれず、自由な発想で、活動の幅を広げていきましょう︕



なかはら宝探し隊グループ
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YORIAI企画

中原区最後の秘境をプロデュース︕
井田長瀬緑地で

「やりたい」を語り尽くす夜



グループ報告
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YORIAI報告

課題チャレンジグループ



コミュニティのチカラで
地域課題に挑む
中原区SDC 課題チャレンジGr.



課題チャレンジGr.について
2019年3月策定「川崎市これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づいて、

まちの課題を解決するための活動を行っています

（2019年3月：川崎市
「希望のシナリオ」より）

【基本コンセプト】
課題多けれども、取り組むプレイヤーもまた多し
⇒個々別々に存在している人や団体・企業、資源・活動をつないでコミュニティを作り、

ポジティブな相互作用をうみだします



【ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞｲｱﾛｰｸﾞ】中原区SDCのあり方を考
える（2026年1月10日）

【ﾄｰｸｾｯｼｮﾝ】地域包括ケアシステムの現在地
（2026年2月18日）

【ｾﾐﾅｰ･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】多世代・多主体でつくる
地域包括ケアのかたち（2026年5月9日）

2026年の取組み
2026年は“地域包括ケア”を軸にイベントを実施し、のべ48人が参加
具体的なプロジェクトが生まれています！



インクルーシブ防災ウォーク 
〜車いすも、ベビーカーも。だれもが安全に避難できるために〜 

車いす、歩行器、杖などを用いながら実
際に地域を歩いて実地検証。 
日常視点ではスルーしがちな、杖先が挟
まる隙間や冠水時の足元の陥没リスクな
どに気付きます。 

公助の限界を補う「互助」 
 発災初期における公的救助には限界があり
ます。地域住民同士の「顔の見える関係性」
（＝互助）が円滑な避難には必要です。 

「いつもの道」への疑問  
普段は何気なく通っている身近な道路が、本
当に非常時（車いすやベビーカーでの避難）
に通行できるかを検証します。 

企画の背景 期待される効果と展望実際にまちを歩いてみよう

効果
● 一人一人が避難ルートをイメージで
きる。

● 避難ルート上の危険に気づくことが

できる。

→ 行政提言までつながればVery 
Good！

展望 
当事者、住民が共にまちを歩き、 
顔の見える関係を築きながら、 
「互助が機能する」地域になる。 

6/20 14:00〜パイロット開催予定＠武蔵新城

東日本大震災での障がい者死亡率は 
健常者の2倍 
障害などを理由に避難しなかったのが一
因。避難経路上のバリアフリーが急務。 



次回YORIAI（2026年7月11日）に向けて

◆ Slack登録しましょう
◆ 今日まさにこれから交流してみましょう。プロジェクトオーナ

ーにお声がけください
◆ 各プロジェクトの顔合わせに参加してみましょう（オンライン

でもOK）
◆ まずは一歩踏み出してみましょう！

【Slack】
中原区SDCメンバの
オンライン交流の場



なかはら宝さがし隊グループ
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YORIAI報告

グループ報告



2026年6月17日
第45回YORIAI（定例会）

中原区SDC なかはら宝さがし隊グループ

なかはら宝 さがし隊グループ報告
川崎市 中原区ソーシャルデザインセンター



なかはら宝さがし隊とは︖



地域の宝をさがす

SDCの「知る」機能に関連する「地域課題」の勉強会グループとして発足
小学生メンバの参加をきっかけに、視点を変えて、
地域課題を学ぶこと → 地域資源を探すこと から取り組みはじめました

宝の地図をつくる

宝をさがす

やってみたいを応援

地域にある魅力的なモノ・コト・ヒトを探す
例．子ども食堂やご近所の凄い人、地域にあったら良いまだ無い宝など

地域にある宝をみんなが見えるようにする
例．英語を教えてくれる・教えられる場所、フードドライブ一覧など

私らしく何か地域でやってみたい
宝の地図がそんな思い実現のかけはしへ
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なかはら宝ファイル - 地域資源の発見 -

16



なかはら宝の地図 - 地域資源の可視化 -
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SDGsなかはら宝クイズ - 地域への関心醸成 -
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グループ活動報告

１．私の見つけた「なかはら宝」（@すぎのめ）



私のみつけた「なかはら宝」

@すぎのめ



宝種別︓こと・ひと 発見者︓@すぎのめ
NPO法人 studio FLAT 理事長 大平暁さん （生活介護事業所運営）名称

概要

障がいのあるなしに関わらず、アートの魅力そのものをFLATに感じてもらいたい

2026年3月、コスギアイハグに2拠点目となる「生活介護事業所 studio FLAT kosugi」
を開設。

本格的なギャラリースペースは、地域交流の場として、

障がいの有無に関わらず、アートと人をつなぐ拠点として、新たな価値創出を目指す。

写真：https://studioflat.or.jp/

詳細

なかはら宝さがし隊グループ
報告シート

（企画ごとに作成）
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https://studioflat.or.jp/


いっしょに
なかはらの「宝さがし」をしませんか︖

22



交流会グループ
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YORIAI報告

グループ報告
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プロジェクト報告・
告知タイム
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次回日程
日時：令和8年7月11日(土）10：00〜
会場：未定/オンライン

＜問い合わせ先＞
中原区役所企画課
電話：044-744-3149(平日8:30~17:00)
ＦＡＸ：044-744-3340
メール：65kikaku@city.kawasaki.jp

mailto:65kikaku@city.kawasaki.jp


写真を撮りましょう！
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※今後、広報等で利用する場合があります。
利用不可の方は区役所職員へお申し出ください。


